
今回は最近読んでいる情報幾何の本で学んだことを説明しようと思います。
Texで書ききる体⼒がなかったため、実験的にOneNoteにまとめました。

情報幾何は確率分布を幾何的な対象だと捉えます。
例えば、じゃんけんをする時、グーを確率p、パーを確率q、
チョキを確率rで出すとします。
これを3次元上の点(p,q,r)に対応させます。
確率はp+q+r=1,p,q,r全て0以上という条件から、
この条件を満たす(p,q,r)全体は三⾓形になります。

この図形上で微分幾何的な構造をいれて、
いろいろ調べるのが情報幾何の基本的な⽬標となります。

特に構造として加えるのは、以下のものです。
リーマン計量•

接続•

今回は情報幾何で現れるリーマン計量と接続を定義し、
これらについて性質を述べようと思います。

最初に図形とその記号について定義しておきます。

今回の⽬標
統計上の道具を幾何的に定義する。

Fisher計量の定義•

e-接続,m-接続の定義•

Markov Congruent Kernel で不変なテンソル場の話•

Amari-Chentsov TensorはFisher計量を３階のテンソル場にしたもの.
Fisher計量もAmari-Chetsov Tensorも以下のような性質で定義できる。

Amari Chentosv TensorについてもMarkov Congruent Kernel
について同様の性質で議論できる。

証明は例えば以下のように⾏われる
ベクトル場の取り⽅が変わらないことから重⼼上で
Fisher Metricの定数倍で表せることを⽰す.

1.

重⼼と座標を⼊れ替えてた場合の変化で、
定数倍が変わらないことを⽰す。

2.

まとめ
ここまでで幾何的に出てきそうな道具を整備した。

Fisher計量の定義•

⼆種類の接続とその接続とFisher計量の関係•

⼆種類の接続の差とAmari-Chentsov Tensorの関係•

• Amari-Chentsov TensorとFisher計量の関係
特にMarkov Congruent Kernelでの普遍性○

今後具体的な統計的な対象を幾何的に翻訳できればと思う。
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今回は最近読んでいる情報幾何の本で学んだことを説明しようと思います。
Texで書ききる体⼒がなかったため、実験的にOneNoteにまとめました。

情報幾何は確率分布を幾何的な対象だと捉えます。
例えば、じゃんけんをする時、グーを確率p、パーを確率q、
チョキを確率rで出すとします。
これを3次元上の点(p,q,r)に対応させます。
確率はp+q+r=1,p,q,r全て0以上という条件から、
この条件を満たす(p,q,r)全体は三⾓形になります。

この図形上で微分幾何的な構造をいれて、
いろいろ調べるのが情報幾何の基本的な⽬標となります。

特に構造として加えるのは、以下のものです。
リーマン計量•

接続•

今回は情報幾何で現れるリーマン計量と接続を定義し、
これらについて性質を述べようと思います。

最初に図形とその記号について定義しておきます。

今回の⽬標
統計上の道具を幾何的に定義する。

Fisher計量の定義•

e-接続,m-接続の定義•

Markov Congruent Kernel で不変なテンソル場の話•

Amari-Chentsov TensorはFisher計量を３階のテンソル場にしたもの.
Fisher計量もAmari-Chetsov Tensorも以下のような性質で定義できる。

Amari Chentosv TensorについてもMarkov Congruent Kernel
について同様の性質で議論できる。

証明は例えば以下のように⾏われる
ベクトル場の取り⽅が変わらないことから重⼼上で
Fisher Metricの定数倍で表せることを⽰す.

1.

重⼼と座標を⼊れ替えてた場合の変化で、
定数倍が変わらないことを⽰す。

2.

まとめ
ここまでで幾何的に出てきそうな道具を整備した。
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